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資料１

富士川中流地域森林計画
の概要について

山梨県森林審議会

平成２１年1１月２日

林業者の意識

3%

4%

10%

19%
64%

皆伐しない
間伐の繰り返し

80年生以上で
皆伐

50年生程度で
皆伐

その他
無回答 67%

51%

25%

24%

21%

5%

59%

7%

33%

55%

40%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

国土の保全や
水源のかん養に配慮

木材等の生産を主体

健康作りや森林体験活動など
森林と人とのふれあいに配慮

二酸化炭素吸収源として
地球温暖防止に配慮

多様な動植物の生育など
周辺の環境に配慮

その他

林業者

消費者

（１）伐採方法に関する意向 （２）森林づくりに関する意向

出典：平成１７年度 森林資源の循環利用に関する意識・意向調査

（１）当面は、皆伐が抑制的に推移
（２）林業者と消費者の間には大きな意識のズレ
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森林に期待する働き

0 10 20 30 40 50 60

地球温暖化防止に貢献

山崩れ等の災害の防止

水資源を蓄える

空気をきれいにするなど

心身の癒しなどの場を提供する

貴重な野生動植物の生息の場

森林について学ぶなどの場

木材を生産する

きのこなどの林産物を生産する

（％）

H19年5月調査

H15年12月調査

内閣府：「森林と生活に関する世論調査」から作成
注１）回答は選択肢の中から３つを選ぶ複数回答
注２）選択肢は「特にない」「わからない」「その他」を除く

国民の森林への期待は、地球温暖化防止や
災害防止にさらに移行

森林・林業に関連する近年の動向

平成１６年の森林法改正

平成１８年の新たな「森林・林業基本計画」の
策定

京都議定書の目標達成計画

美しい森林づくり推進国民運動の展開

生物多様性基本法の成立

平成２０年の「全国森林計画」の変更
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森林計画制度

森林・林業基本計画

全国森林計画

地域森林計画

市町村森林整備計画

森林施業計画

富士川上流地域森林計画

（平成２０年１０月閣議決定）

山梨東部地域森林計画

富士川中流地域森林計画

（平成１８年９月閣議決定）

森林・林業基本計画の目指す方向
転換期を迎えた森林・林業と新たな施策の方向性

○１００年先を見通した森林づくり

○流域の保全と
災害による被害の軽減

○様々なニーズに応えた
森林づくりと利用

○国産材の利用拡大を軸とした
林業・木材産業の再生

○国有林と民有林の連携の強化

利用可能な
資源の充実

森林に対する
ニーズの多様化

木材の需要構造の
変化と新たな動き

施
策
の
再
構
築
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全国森林計画について

長期にわたる統一的な森林に関する施策の考え
方を国が常に明らかにしておくもの

農林水産大臣が、５年毎に１５年を１期として、森
林整備及び保全の目標、伐採、造林、間伐・保
育、保安施設等に関する事項を明らかにする（森
林法第４条）

広域的な流域（４４流域）ごとに計画量を明示し、
都道府県知事が策定する「地域森林計画」の規
範となる計画

全国森林計画の樹立
（５年ごと樹立、１５年を一期）

次々計画樹立

次計画樹立

今回の計画樹立

前計画樹立

H35H31H30H26H25H21H20H16H15
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全国森林計画策定のポイント

多様で健全な森林への誘導（適切な間伐、針広混交林
化、広葉樹林化、長伐期化など

森林資源の利用拡大

国産材の安定供給への期待の高まり

造林未済地の早急な解消

森林吸収源対策

生物多様性の保全

森林資源の状態の的確な把握

森林境界の整備

合法性等の証明された木材の利用促進

全国森林計画（前計画量との比較）

870871天然更新（千ha）

678700人工造林造林面積

29,84340,532間伐

21,34822,177主伐

（万m3）

51,19262,708総数伐採立木材積

前計画現行計画
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全国森林計画（前計画量との比較）

9711863863432天然更新（百ha）

574237262016人工造林造林面積

2,4523,9001,5762,5078761,394間伐

1,0101,359644875366484主伐（千m3）

3,4625,2592,2203,3821,2421,877総数
伐採
立木材積

前回今回前回今回前回今回

山梨県計
富士川

（山梨県分）
相模川

（山梨県分）

山梨県内の地域森林計画区

（中北林務環境事務所・
峡東林務事務所管内）

（富士・東部林務環境事務所管内）

（峡南林務環境事務所管内）

北杜市

塩山市

甲府市

山梨市

笛吹市

中道町

鰍沢町

早川町

身延町

南部町

昭和町

増穂町

南アルプス市

韮崎市

鳴沢村

富士吉田市 山中湖村

忍野村

西桂町
都留市

道志村

上野原市

大月市

丹波山村

小菅村

甲斐市
甲州市

市川三郷町

富士河口湖町

中央市

北杜市

甲府市

昭和町

富士川上流計画区

山梨東部計画区

富士川中流計画区
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富士川中流地域森林計画の樹立
（１０年計画・５年毎の見直し）

山梨東部

H31

H28H19

富士川上流

H21

次計画樹立

今回の計画樹立

前計画樹立

H35H32H31H27H26H22H21H17H16

富士川中流森林計画区の概要

対象市町村
市川三郷町、増穂町、鰍沢町、早川町、身延町、南部町

ただし、増穂町と鰍沢町は平成２２年３月８日に合併し、

富士川町になる予定

計画期間

平成２２年４月１日～平成３２年３月３１日

対象森林面積

８８，７８９ｈａ
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55%

35% 37%

8%

40%

62%
55%

4%

0%

0%3%1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

富士川上流 富士川中流 山梨東部

国有林

民有林

都有林

県有林

富士川中流

所有形態別面積比率

40% 42%
52%

52% 53%
44%

8% 5% 5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

富士川上流 富士川中流 山梨東部

その他

天然林

人工林

富士川中流

人工林・天然林別割合
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30%
23%

25%

39%

26%

44%

19%
20%

5% 5%

3%

23%

8%

20%

2%3%
2%2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

富士川上流 富士川中流 山梨東部

広葉樹

その他Ｎ

カラマツ

アカマツ

ヒノキ

スギ

富士川中流

人工林の樹種別割合

富士川中流における人工林の齢級別面積

0

2,000

4,000

6,000

8,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

齢級

(ha)

Ⅷ齢級以上で
80%以上を占めている
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森林の機能区分と割合

10% 7%

47%
67% 71%

18%

12% 8%

8%
22%

12% 11%

3%

2%

3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

富士川上流 富士川中流 山梨東部

資源の循環利用林
資源循環地域

森林と人との共生林
ふれあい地域

森林と人との共生林
生態保存地域

水土保全林
保全地域

水土保全林
中核保全地域

富士川中流

富士川中流の森林施業の現況

前期計画数量（H17～H２1)に対する実行歩合

41%143348ha更新面積（人工造林）

108%7065地区数治山事業施行地区数

32%160496ha保安林指定面積

50%1429km林道開設

87%1,8522,120ha育成複層林面積

76%1,4031,854ha更新面積（天然更新）

115%2,3011,995百m3間伐材積

96%613641百m3主伐材積

実行歩合実行計画単位項目
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計画区の課題－１

多様な森林整備の促進
・ 地球温暖化防止対策の推進
・ 森林の多面的機能を発揮
・ 森林の境界等の明確化

森林の保全及び保護
・ 貴重な森林及び景観の保全
・ 生物多様性の保全
・ 地形が急峻・地質が脆弱な地域の山地災
害の未然防止

計画区の課題－２

人工林資源の循環利用の促進
・ 森林資源の有効活用
・ 循環利用の促進
・ 供給拠点との連携

林業の振興
・ 施業の集約化
・ 低コスト作業システムの普及
・ 林業事業体の育成
・ 県産材の安定供給のための体制整備
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計画区の課題－３

里山地域の保全

・ 農山村の美しい景観の維持

・ 耕作放棄地や荒廃森林の整備

社会全体で支える森林づくり

・ 県民参加の森林づくりの推進

・ 企業の森づくり活動の支援

地域森林計画の計画事項－１

第１ 計画の対象とする森林の区域

第２ 森林の整備及び保全に関する基本的な事項

第３ 伐採立木材積その他森林の立木竹の伐採に関

する事項

第４ 造林面積その他造林に関する事項

第５ 間伐立木材積その他間伐及び保育に関する事項

第６ 公益的機能別施業森林の整備に関する事項
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地域森林計画の計画事項－２

第７ 林道の開設その他林産物の搬出に関する事項

第８ 森林施業の合理化に関する事項

第９ 森林の土地の保全に関する事項

第１０ 保安施設に関する事項

第１１ 特定保安林に関する事項

第１２ 保健機能森林の区域の基準その他保健機能

森林の整備に関する事項

第１３ その他必要な事項

富士川中流の計画量

単位：百m3（主伐、間伐） ha（造林）

105%91%102%136%145%増減率

148-71771,504609増減

3,1487003,8485,7201,956新計画

3,0007713,7714,2161,347前計画

天然更新人工造林計

造 林
間伐主伐
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今後のスケジュール

１１月２日 森林審議会

（概要について説明と現地視察）

１１月上旬 関東森林管理局と協議

（国有林との調整）

１１月上旬～１２月上旬 計画（案）の公告縦覧

１１月中旬 関係者へ説明

１２月上旬 関係者へ意見照会

１２月中旬 審議会の開催

１２月末 計画決定

３月までに 市町村森林整備計画の策定

地域森林計画の変更

富士川上流

特定保安林の整備完了に伴う削除

山梨東部

特定保安林の新規指定に伴う追加




